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千倉漁港朝市
　千倉地域づくり協議会『きずな』では、千倉漁港魚市場
を会場に毎月2回朝市を実施し、多くの人が新鮮な海産
物などを目当てに訪れます。
　表紙写真詳細は6Ｐ

特集　予防接種で病気を防ごう  
平成２９年度健診（検診）  
あれこれ南房総   
各種支援事業紹介 
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特集

特 集 予防接種で病気を防ごう
平成２９年度　子どもの定期予防接種

　予防接種は、感染症の原因となるウイルスや細菌、または菌が作り出す毒素
の力を弱めた「ワクチン」を接種して、その病気に対する抵抗力を高めるための
予防手段です。
　病気の流行を防ぐ
　予防接種を受けることで、病気にかかることを防ぐだけではなく、他の人へ
の感染や、その病気が流行することを防ぐことにもつながっていきます。

１歳になったら受けましょう

０歳で受けましょう

入学するまでに受けましょう

ワクチンの種類 接種回数 標準的な接種間隔 定期接種の対象年齢

Ｂ型肝炎 ３回
27日以上の間隔で２回
３回目は１回目～ 139日（20週）以上
あけて接種

１歳未満

ヒブ
(※１） ３回 初回：27日～ 56日の間隔で３回 生後２か月～５歳未満

小児用肺炎球菌
(※１） ３回 初回：27日以上の間隔で３回 生後２か月～５歳未満

四種混合（ジフテリア・百日せ
き・破傷風・ポリオ） (※２） ３回 初回：20日～ 56日の間隔で３回 生後３か月～

７歳６か月未満

ＢＣＧ １回 ５か月～８か月未満 １歳未満

ワクチンの種類 接種回数 標準的な接種間隔 定期接種の対象年齢

麻しん風しん混合　１期 １回 １歳になったら早めに １歳～２歳未満

ヒブ
(※１） １回 追加：初回３回目終了後、

　　　７～ 13か月の間に１回 生後２か月～５歳未満

小児用肺炎球菌
(※１） １回 追加：初回３回目終了後、

　　　60日以上かつ１歳以上に１回 生後２か月～５歳未満

四種混合(ジフテリア・百日せ
き・破傷風・ポリオ)  (※２） １回 追加：初回３回目終了後、

　　　１年～１年半の間に１回
生後３か月～
７歳６か月未満

水痘 ２回
初回：１歳～１歳３か月の間に１回
追加：初回終了後、
　　　６か月～１年の間に１回

１歳～３歳未満

ワクチンの種類 接種回数 標準的な接種間隔 定期接種の対象年齢

日本脳炎　１期  (※３） ３回
初回： ３歳になったら６日～ 28日の 
　　　間隔で２回
追加： 初回２回目終了後、概ね１年
　　　後に１回

生後６か月～
７歳６か月未満

麻しん風しん混合　２期 １回 ４月～６月 小学校就学前１年間
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特集

小学生で受けましょう

その他

ワクチンの種類 接種回数 標準的な接種間隔 定期接種の対象年齢

日本脳炎　２期 １回 ９歳 ９歳～ 13歳未満

二種混合（ジフテリア・破傷風）
２期 １回 小学６年生 11歳～ 13歳未満

ワクチンの種類 接種回数 標準的な接種間隔 定期接種の対象年齢

日本脳炎
特例対象者
(※４）

１期：３回
２期：１回

＜１期＞
初回： ６日～ 28日の間隔で２回
追加： 初回２回目終了後、概ね１年

後に１回
＜２期＞
１期追加終了後、概ね５年後

20歳未満

子宮頸がん予防 ３回 現在、積極的勧奨を差し控えていま
す。

小学６年生～
高校１年生相当の女子

（※１）開始する月齢により接種回数は変わります。
（※２）三種混合で接種を勧めている人で、４回接種していない人は、健康支援課まで連絡してくだ

さい。四種混合の予診票を送付します。
　　　三種混合が終了していて、ポリオが終了していない方は早めにポリオを接種しましょう。
（※３）希望があれば生後６か月から定期接種として受けることができます。３歳未満で接種を希望

される場合は、必要な予診票を送付しますので健康支援課まで連絡してください。
（※４）平成17年度から平成21年度にかけて、積極的勧奨が差し控えられていましたが、その後、新

たなワクチンが開発され、接種を受ける機会を逃した人で、20歳未満までは無料で接種が受けら
れます。“全４回の接種”を途中までしか受けていない場合は、不足分の予防接種ができますので、
希望者は健康支援課まで連絡してください。

【予防接種を受ける前に知っておいてほしいこと】
　１　「予防接種対象年齢にあるか」「接種間隔は大丈夫か」自分でも確認をしましょう。
　２　予約をして、体調がよいときに接種しましょう。南房総市の予診票と母子健康手帳を持参しま

しょう。（母子健康手帳の「予防接種の記録」は唯一の証明になるので大切に保管しましょう。）
　３　里帰りや療養等で市外の医療機関（千葉県内定期予防接種の相互乗り入れ事業以外）で予防接種を

希望する場合は、事前に健康支援課へ連絡してください。依頼書を医療機関へ送付します。
　４　長期にわたる疾患で定期接種を受けられなかった場合、接種対象年齢を過ぎても定期接種が実施

できるようになりました。詳しくは健康支援課まで問い合わせてください。
　５　定期接種によって重篤な健康被害が生じた場合は、予防接種法に基づく補償を受けることができ

ます。また、任意接種による場合は、独立行政法人医薬品医療機器総合機構法により受けること
ができます。詳しくは予防接種を受けた医師または健康支援課へ相談してください。

平成7年４月２日～平成19年４月１日生まれ

予防接種の標準的な接種間隔を逃してしまい、どうしたらよいかわからない人や、予診票が
ない人などは健康支援課まで連絡してください。

  健康支援課　☎36－1152
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フレッシュ健診
特定健康診査 後期高齢者健康診査 胃がん検診 前立腺がん検診 肝炎ウイルス検診 肺がん検診・

結核検診

対象者
20歳から74歳ま
での南房総市国民
健康保険加入者

後期高齢者
医療制度加入者

40歳以上の
男女

50歳以上の
男性

過去に市の検診で
受けたことがない
40歳以上の男女

40歳以上の
男女・65歳
以上の男女

料　金 ６００円 無料 １，０００円 ４００円 ５００円 無料
富　浦 とみうら元気倶楽部 9／5（火）・6（水）・7（木）
富　山 富山ふれあいスポーツセンター 9／20（水）・21（木）・22（金）
三　芳 三芳保健福祉センター 10／1（日）・2（月）・3（火）・4（水）・5（木）
白　浜 白浜コミュニティセンター 8／22（火）・23（水）・24（木）・25（金）
千　倉 千倉保健センター 8／28（月）・29（火）・30（水）・31（木）・9／1（金）・2（土）
丸　山 丸山体育館 9／26（火）・27（水）・28（木）
和　田 和田地域福祉センターやすらぎ 9／12（火）・13（水）・14（木）

大腸がん検診 骨粗しょう症検診 子宮頸
けい

がん検診 乳がん検診 成人歯科
検診集団検診（車） 施設検診 エコー マンモグラフィ

対象者 40歳以上の
男女

35・40・45
50・55・60
65・70歳の女性

20歳以上の女性 30～39歳
までの女性

40歳以上
の女性

40・50・
60・70歳の
男女

料　金 ３００円 ３００円

頸
けい

部のみ
８００円

頸
けい

部のみ
１，４００円 ７００円 ９００円 ８００円

頸
けい

体部
１，５００円

頸
けい

体部
２，５００円

富　浦 7／　3（月）
　　　4（火） 大

腸
が
ん
検
診
の
容
器
回
収
会
場
を
数
か
所
に
設
置
し
ま
す

とみうら元気倶楽部 事
前
に
申
し
込
ん
だ
医
療
機
関

事
前
に
申
し
込
ん
だ
医
療
機
関

指
定
さ
れ
た
医
療
機
関

10／12（木）
午前

6／26（月）
午後

富　山 6／　8（木）
　　12（月）

富山ふれあいスポーツセンター
10／12（木）
午後

6／26（月）
午前

三　芳 7／　5（水）
　　　6（木）

三芳保健福祉センター
10／13（金）
午前

6／26（月）
午前

白　浜 6／ 13（火）
　　14（水）

白浜コミュニティセンター ・
青
木
医
院
　
　
　  

・
貴
家
医
院

・
勝
山
ク
リ
ニ
ッ
ク 

・
清
川
医
院

・
亀
田
ク
リ
ニ
ッ
ク 

・
フ
ァ
ミ
ー
ル
産
院

・
亀
田
フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
リ
ニ
ッ
ク
館
山

・
安
房
地
域
医
療
セ
ン
タ
ー

・
亀
田
ク
リ
ニ
ッ
ク

10／13（金）
午後

6／28（水）
午前

千　倉
6／　5（月）
　　　6（火）
　　　7（水）

千倉保健センター
10／17（火）
午前・午後

6／15（木）
午後

丸　山 6／ 22（木）
　　27（火）

丸山体育館
10／18（水）
午前

6／15（木）
午前

和　田 6／ 19（月）
　　21（水）

和田地域福祉センターやすらぎ 6/1（木）
～

2/28（水）
6/1（木）～1/31（水）

11/1（水）
～

12/28（木）
10／18（水）
午後

6／15（木）
午前

総合検診（集団検診）

各種検診

※結核・肺がん検診は、検診車が地区内の集会場などを回ります。
※フレッシュ健診・特定健康診査および後期高齢者健康診査は施設健診も実施します。

１　年齢は、平成30年３月31日時点の年齢です。
２　既に検診の登録をしている人には、検診時期が近くなりましたら検診案内（受診票など）を送ります。
３　子宮頸

けい

がん検診（施設検診）は、医療機関によって検診期間が変更になる場合があります。
４　子宮頸

けい

がん検診（検診車で実施する集団検診）は午前中に２地区を巡回する場合があります。
５　次の人は健康支援課に連絡してください。
　　（１）がん検診、肝炎ウイルス検診、骨粗しょう症検診、成人歯科検診を希望する人で、登録申し込みをしていない人。
　　（２）子宮頸

けい

がん・乳がん検診の医療機関を変更したい人、子宮頸
けい

がんの集団検診（車）と施設検診を変更したい人。
　　（３）生活保護を受給している40歳以上の人で、健康診査（血液検査など）を希望する人。

平成29年度
健診（検診）日程
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【
部
長
職
】

▽
総
務
部
長　

川
﨑
浩（
保
健
福
祉
部
長
兼

福
祉
事
務
所
長
）▽
保
健
福
祉
部
長
兼
福
祉

事
務
所
長　

加
瀬
浩
一（
保
健
福
祉
部
社
会

福
祉
課
長
）▽
市
民
生
活
部
長　

和
泉
澤
忠

信（
総
務
部
企
画
財
政
課
主
幹﹇
安
房
郡
市

広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
﹈）▽
農
林
水
産

部
長　

塚
田
兼
行（
農
林
水
産
部
農
林
水
産

課
長
）▽
議
会
事
務
局
長　

菰
岡
茂（
議
会

事
務
局
次
長
）

【
課
長
職
】

▼
総
務
部

▽
企
画
財
政
課
長　

福
原
正
和（
管
財
契
約

課
長
）▽
企
画
財
政
課
主
幹﹇
安
房
郡
市
広

域
市
町
村
圏
事
務
組
合
﹈　

保
田
勉（
市
民

生
活
部
市
民
課
長
）▽
管
財
契
約
課
長　

田

村
耕
一（
教
育
委
員
会
事
務
局
生
涯
学
習
課

長
）

▼
保
健
福
祉
部

▽
社
会
福
祉
課
長　

石
井
克
仁（
総
務
部
企

画
財
政
課
課
長
補
佐
）

▼
市
民
生
活
部

▽
市
民
課
長
併
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
事
務
局
書
記　

奥
澤
基
一（
教
育
委
員
会

事
務
局
教
育
総
務
課
長
）▽
市
民
課
富
山
地

域
セ
ン
タ
ー
所
長　

田
中
暁
美（
監
査
委
員

事
務
局
長
）▽
市
民
課
白
浜
地
域
セ
ン
タ
ー

所
長　

早
川
義
明（
建
設
環
境
部
管
理
課

長
）

▼
農
林
水
産
部

▽
農
林
水
産
課
長　

小
野
恵
二（
農
林
水
産

課
課
長
補
佐
）▽
農
林
水
産
課
地
域
資
源
再

生
室
長　

小
澤
茂
樹（
農
林
水
産
課
地
域
資

源
再
生
室
長
）※
昇
格

▼
建
設
環
境
部

▽
管
理
課
長　

中
山
泰
広（
教
育
委
員
会
事

務
局
教
育
総
務
課
学
校
再
編
整
備
室
長
）

▼
富
山
国
保
病
院

▽
事
務
長　

山
野
井
和
弘（
市
民
生
活
部
市

民
課
富
山
地
域
セ
ン
タ
ー
所
長
）

▼
朝
夷
行
政
セ
ン
タ
ー

▽
朝
夷
行
政
セ
ン
タ
ー
所
長　

長
谷
川
政

義（
朝
夷
行
政
セ
ン
タ
ー
主
幹
兼
副
所
長
）

▼
監
査
委
員
事
務
局

▽
事
務
局
長　

三
嶋
幸
子（
市
民
生
活
部
市

民
課
白
浜
地
域
セ
ン
タ
ー
所
長
）

▼
教
育
委
員
会
事
務
局

▽
教
育
総
務
課
長　

石
井
喜
弘（
総
務
部
企

画
財
政
課
長
）

▽
教
育
総
務
課
学
校
再
編
整
備
室
長　

岩

浪
正
和（
教
育
総
務
課
学
校
再
編
整
備
室
室

長
補
佐
）▽
子
ど
も
教
育
課
主
任
管
理
主
事

安
田
道
明（
千
葉
県
）▽
生
涯
学
習
課
長　

加
藤
勉（
生
涯
学
習
課
課
長
補
佐
）

■
３
月
31
日
付
退
職
者（
部
長
・
課
長
職
）

【
部
長
職
】

▽
西
宮
恒
夫（
総
務
部
長
）▽
本
橋
清
一（
市

民
生
活
部
長
）▽
稲
葉
晃
一（
農
林
水
産
部

長
）▽
鈴
木
弘
和（
議
会
事
務
局
長
）

【
課
長
職
】

▽
長
居
俊
孝（
富
山
国
保
病
院
事
務
長
）

▽
栗
原
勝
美（
朝
夷
行
政
セ
ン
タ
ー
所
長
）

▽
袴
田
晃
宏（
教
育
委
員
会
事
務
局
子
ど
も

教
育
課
主
任
管
理
主
事
）▽
佐
野
清（
教
育

委
員
会
事
務
局
子
ど
も
教
育
課
千
倉
子
ど

も
園
長
）

 

職
員
人
事
異
動
（
部
長
・
課
長
職
）

　
　
　

４
月
１
日
付（　

）内
は
異
動
前

★千葉県・千葉県警からのお知らせ★

◆カバン失くした手口
◆還付金もらえます手口
◆示談金必要手口
◆会社の金使い込んだ手口 確認戦士

カクニンダー

千葉県民　慌
あわ

てず　必
かな

ず　カクニンダ―！

STOP！ 電話de詐欺

認戦士
クニンダー

詐欺

0120-4
ヨ ク シ

94-5
ゴ ー ル

06
電話de詐欺　相談専用ダイヤル

還付金等詐欺の被害が急増中！
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市
消
防
団
で
は
、
昨
年
県
代
表
と
し
て

出
場
し
た「
第
25
回
全
国
消
防
操
法
大
会
」

の
出
場
記
念
碑
を
朝
夷
行
政
セ
ン
タ
ー
に

設
置
し
ま
し
た
。

　

市
初
の
全
国
大
会
出
場
を
記
念
す
る
と

と
も
に
、
団
員
の
さ
ら
な
る
士
気
高
揚
の

た
め
に
設
置
し
た
も
の
で
す
。

　

記
念
碑
は
黒
御
影
石
で
、
裏
面
に
は
出

場
し
た
第
５
支
団
第
３
分
団
の
団
員
の
名

前
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

市
と
群
馬
県
安
中
市
は
、
災
害
発
生
時

に
緊
密
な
情
報
交
換
や
相
互
応
援
を
行
う

た
め
、
３
月
11
日（
土
）、
安
中
市
役
所
に

お
い
て
災
害
時
相
互
応
援
協
定
を
締
結
し

ま
し
た
。

　

協
定
の
内
容
は
、
被
災
地
の
災
害
応
急

対
策
に
関
し
必
要
な
物
資
、
機
材
お
よ
び

車
両
の
提
供
や
運
搬
、
職
員
の
派
遣
な
ど

を
行
う
も
の
で
す
。

　

な
お
、
安
中
市
と
は
、
平
成
15
年
３
月

に
当
時
の
和
田
町
と
友
好
都
市
と
し
て
の

協
定
を
締
結
し
て
以
降
、
両
市
ゆ
か
り
の

向
西
坊
供
養
祭
や
、
お
互
い
の
イ
ベ
ン
ト

参
加
で
交
流
を
続
け
て
い
ま
す
。

協定を締結した石井市長（左）
と茂木秀子安中市長

朝夷行政センターに設置した記念碑と関係者

全
国
消
防
操
法
大
会
出
場
記

念
碑
を
建
立

群
馬
県
安
中
市
と「
災
害
時

相
互
応
援
協
定
」を
締
結

今月の表紙
　
　４月２日（日）に開催された朝市の写真です。
この朝市は、千倉地域づくり協議会『きずな』
の「千倉港・海の里づくりの会部会」で実施し
ているもので、漁港荷捌場で実施するように
なってからは３年目を迎えます。
　会場は観光で来た家族連れが多く、その場
で買った新鮮な魚や貝、干物などを自分で焼
いて食べる「港海鮮焼き」のコーナーもあり、
１日で１００組以上が利用しています。（皿代
５０円）

新鮮な海産物が並ぶ会場のようす 伊勢海老や貝を焼いて
いた観光で来たご家族

第27回南房総フラワーマーチに
のべ4,791人が参加！
　「歩こう！花と海と太陽と！」をテーマに3月4日
（土）、5日（日）に千倉保健センターを主会場に「第
27回南房総フラワーマーチ」が開催されました。
　市内外からのべ4,791人が参加し、露地花が咲
き乱れる南房総の春を肌で感じました。
　運営には多くのボランティアスタッフが参加
し、千倉・白浜・嶺南中合同のブラスバンド部の
演奏やフォークダンスなどの踊りで盛り上げてく
れました。

　

南
房
総
市
山
名
在
住
の
田
原
澄
江
さ
ん

か
ら
、「
三
芳
地
区
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め

に
活
用
し
て
ほ
し
い
」と
50
万
円
の
寄
付
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

三
芳
の
教
育
に
50
万
円
の

寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
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大きく成長したワカメ

　２月24日（金）、白浜小学校の５年生と白浜幼稚園児が、
白浜町海女連絡協議会（渕辺重房会長）の協力のもとワカ
メ収穫体験学習を行い、地域で身近に行なわれている「つ
くり育てる漁業」について学びました。
　県水産振興公社が育てたワカメ種糸を、養殖用ロープ
に児童らで種付けし、自分が植付けたワカメが分かるよ
うにネームプレートも取り付け、沖合いで育てたもの。
　昨年12月に種付けた10㎝ほどの種糸が、自分たちの背
丈ほどに育ったワカメに大喜び。一方、茶色のワカメに
困惑した様子も見られました。
　その場で採りたてワカメを味噌汁・しゃぶしゃぶなどで
味わい、茹でると緑色に変わるワカメに驚きの喚声が上
がりました。収獲したワカメを「しゃぶしゃぶ」で味わいま

した。

竣工式で挨拶する安房郡市広域市町村圏事務組合
理事長職務代理者で同組合理事の石井市長

関係者によるテープカットのようす

配備された高規格救急自動車

自分たちで種付けた
ワカメの収獲を体験

　

安
房
郡
市
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
が

和
田
町
小
川
の
旧
北
三
原
幼
稚
園
跡
地
に

建
築
し
て
い
た
館
山
消
防
署
和
田
分
署
が

完
成
し
、
３
月
14
日（
火
）に
竣
工
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

海
抜
が
低
か
っ
た
和
田
分
遣
所
と
老
朽

化
が
進
ん
で
い
た
丸
山
分
遣
所
を
統
合
し

て
整
備
さ
れ
た
も
の
で
、
水
槽
付
き
消
防

ポ
ン
プ
自
動
車
１
台
、
救
急
車
１
台
、
職

員
18
人
で
運
用
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
配
備
さ
れ
た
救
急
車
は
㈱
ア
ス

テ
ラ
ス
製
薬
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
高
規
格
救

急
自
動
車
で
、
自
動
で
胸
骨
圧
迫
を
行
う

「
自
動
マ
ッ
サ
ー
ジ
シ
ス
テ
ム
」が
搭
載
さ

れ
て
お
り
、
効
果
的
な
心
肺
蘇
生
を
サ

ポ
ー
ト
で
き
ま
す
。

館
山
消
防
署

和
田
分
署
が
運
用
開
始
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中
小
企
業
者
が
行
う
新
た
な
事
業
な
ど

を
支
援
す
る
た
め
、
市
が
認
定
し
た
事
業

の
設
備
費
と
、
新
た
な
雇
用（
市
民
に
限

る
）に
係
る
経
費
に
対
し
て
予
算
の
範
囲
内

で
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。　
　

受
付
期
間　

５
月
16
日（
火
）か
ら
５
月
31

日（
水
）ま
で

対
象
者　

市
内
に
本
店
が
あ
り
、
継
続
的

に
市
内
で
事
業
活
動
を
行
う
、
法
人
格
を

持
っ
た
中
小
企
業
者
な
ど

設
備
費
補
助

対
象
事
業

①
新
分
野
参
入
支
援
事
業

　

現
在
の
活
動
と
形
態
が
異
な
っ
た
分
野

に
進
出
ま
た
は
転
換
す
る
も
の

②
起
業
家
支
援
事
業

　

新
た
な
法
人
を
設
立
し
、
事
業
を
展
開

し
て
い
く
も
の

③
農
商
工
連
携
支
援
事
業

　

市
内
の
農
林
水
産
物
を
活
用
し
、
事
業

を
展
開
し
て
い
く
も
の

補
助
率　

補
助
対
象
経
費
の
30
％
以
内（
建

物
に
つ
い
て
は
、
そ
の
取
得
に
か
か
っ
た

経
費
の
10
分
の
１
が
補
助
対
象
経
費
）。

補
助
限
度
額　

５
０
０
万
円

　

補
助
対
象
経
費
２
０
０
万
円
以
上（
補
助

金
額
60
万
円
以
上
）の
事
業
が
該
当
に
な
り

ま
す
。
複
数
年
計
画
の
設
備
導
入
は
、
初

年
度
の
み
補
助
対
象
で
す
。

④
情
報
通
信
関
連
企
業
支
援
事
業

　

情
報
通
信
関
連
事
業
者
が
経
営
基
盤
の

強
化
を
図
る
も
の
。
補
助
率
、
補
助
限
度

額
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

雇
用
補
助

　

設
備
整
備
完
了
後
、
市
民
の
雇
用
に
対

し
、
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

　

設
備
費
の
補
助
金
額
に
よ
り
、
補
助
対

象
に
な
る
雇
用
の
人
数
が
変
わ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

①
新
規
雇
用
の
補
助
金
額
・
補
助
限
度
額

１
人
に
つ
き
年
間
60
万
円

交
付
年
数　

１
年　

②
配
置
転
換
の
補
助
金
額
・
補
助
限
度
額

１
人
に
つ
き
年
間
60
万
円　

交
付
年
数　

１
年

申
請
方
法　

事
業
実
施
計
画
承
認
申
請
書

に
次
の
書
類
を
添
付
し
、
受
付
期
間
内
に

商
工
課
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

添
付
書
類　

事
業
実
施
計
画
書
・
収
支
計

画
書
・
雇
用
計
画
書
・
経
営
計
画
書
・
資

金
計
画
・
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
表
・
定
款
・
履

歴
事
項
部
証
明
書
・
決
算
書（
写
）・
納
税

証
明
書
・
許
認
可
関
係
書
類（
写
）・
図
面

お
よ
び
見
積
書
・
そ
の
他
事
業
内
容
の
説

明
資
料
な
ど

　

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　

 

商
工
課　

☎
33
―
１
０
９
２

　

市
内
で
新
た
に
事
業
を
起
こ
す
起
業
家

（
個
人
も
含
む
）の
皆
さ
ん
が
事
業
所
の
新

築
、
改
修
、
起
業
に
必
要
な
備
品
購
入
、

事
業
所
の
賃
借
な
ど
に
係
る
経
費
に
対
し

て
予
算
の
範
囲
内
で
補
助
金
を
交
付
し
ま

す
。

対
象
者

　

起
業（
※
）す
る
人
ま
た
は
起
業
の
日
か

ら
３
年
を
経
過
し
な
い
人
。

※ 

起
業
と
は
①
〜
③
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
も
の
を
い
い
ま
す
。

① 

事
業
を
営
ん
で
い
な
い
個
人
が
所
得
税

法
第
２
２
９
条
の
開
業
届
を
提
出
し
事

業
を
行
う
も
の

新
分
野
へ
の
参
入
や
起
業
に

伴
う
設
備
投
資
・
雇
用
に
対

し
補
助
し
ま
す

地
域
を
活
性
化
す
る
新
た
な

起
業
に
伴
う
設
備
投
資
等
に

対
し
補
助
し
ま
す

② 

事
業
を
営
ん
で
い
な
い
個
人
が
法
人
を

設
立
し
事
業
を
行
う
も
の

③ 

市
外
で
事
業
を
営
ん
で
い
る
個
人
ま
た

は
法
人
が
市
内
に
事
業
所
を
移
転
し
事

業
を
行
う
も
の

補
助
の
対
象
と
な
る
経
費

・
事
業
所
の
新
築
、
改
築
に
か
か
る
経
費

・ 

事
業
所
な
ど
の
開
設
に
係
る
設
備
・
備

品
購
入
費
な
ど（
消
耗
品
費
お
よ
び
税
の

性
質
を
有
す
る
も
の
を
除
く
。）

・ 

事
業
所
な
ど
の
賃
借
料（
駐
車
場
代
含

む
。）

補
助
率

　

補
助
対
象
経
費
の
30
％
以
内
の
額（
補
助

対
象
経
費
が
20
万
円
以
上（
補
助
金
６
万
円

以
上
）の
事
業
が
該
当
）

補
助
額

① 

子
育
て
世
帯（
申
請
時
に
お
い
て
15
歳
以

下
の
者
を
扶
養
し
て
い
る
者
）ま
た
は
若

年
者（
39
歳
以
下
）　

上
限
は
60
万
円

② 

転
入
す
る
子
育
て
世
帯（
安
房
郡
市
外
に

引
き
続
き
３
年
以
上
居
住
し
て
い
る
者

に
限
る
）　

上
限
は
１
０
０
万
円

③
そ
の
他　

上
限
は
30
万
円

　

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　

商
工
課　

☎ 

33
―
１
０
９
２

中
小
企
業
新
事
業
及
び
雇
用

創
出
支
援
事
業

起
業
家
支
援
事
業
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市
内
の
中
小
企
業
者（
法
人
に
限
る
）が

技
術
力
や
経
営
力
の
強
化
を
図
る
た
め
の

研
修
受
講
や
資
格
取
得
の
た
め
の
検
定
に

必
要
な
経
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

補
助
対
象
者　

　

市
内
の
中
小
企
業（
法
人
に
限
る
）で
次

の
全
て
の
条
件
を
満
た
す
も
の

・ 

日
本
産
業
分
類
の
う
ち
建
設
業
、
製
造

業
、
サ
ー
ビ
ス
業
な
ど
市
が
指
定
す
る

業
種
で
あ
る
こ
と

・ 

市
内
で
継
続
し
て
１
年
以
上
事
業
を
営

ん
で
い
る
こ
と

・ 

市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

補
助
の
対
象
と
な
る
経
費　

　

人
材
育
成
事
業
計
画
に
基
づ
き
補
助
対

象
者
が
費
用
負
担
す
る
研
修
の
受
講
料
、

資
格
取
得
の
た
め
の
検
定
料

※ 

研
修
受
講
に
伴
う
交
通
費
・
宿
泊
費
は

対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

補
助
率
お
よ
び
補
助
金
額

　

補
助
の
対
象
と
な
る
経
費
の
２
分
の
１

以
内
。
１
事
業
者
あ
た
り
年
間
20
万
円
ま
で

　

商
工
課　

☎ 

33
―
１
０
９
２

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
就
職
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
、

ク
ラ
ウ
ド
ソ
ー
シ
ン
グ
を
応
援
す
る
た
め
パ

ソ
コ
ン
や
Ｉ
Ｔ
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
関
す
る

資
格
の
取
得
を
目
的
と
し
た
研
修
、
講
座

の
受
講
に
必
要
な
経
費
の
一
部
を
補
助
し
ま

す
。

補
助
対
象
者

　

満
15
歳
以
上
50
歳
未
満
で
今
後
も
引
き

続
き
市
内
に
居
住
す
る
意
思
の
あ
る
次
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
で
す
。

・ 

就
労
希
望
者
ま
た
は
非
正
規
労
働
者（
た

だ
し
学
生
を
除
く
）

・ 

個
人
事
業
者（
た
だ
し
、
所
得
税
法

２
２
９
条
の
開
業
届
を
提
出
し
て
い
る
人

に
限
り
ま
す
。）

補
助
の
対
象
と
な
る
経
費

　

パ
ソ
コ
ン
や
Ｉ
Ｔ
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
資

格
取
得
の
た
め
の
研
修
、
講
座
の
受
講
な
ど

の
経
費

補
助
率
お
よ
び
補
助
金
額

　

補
助
の
対
象
と
な
る
経
費
の
２
分
の
１
以

内
の
額
で
上
限
は
10
万
円

　

商
工
課　

☎ 

33
―
１
０
９
２

　

起
業
、
再
就
職
を
目
指
す
人
が
、
技
術
や

知
識
を
身
に
付
け
る
た
め
に
就
学
す
る
場
合

や
国
家
資
格
取
得
の
た
め
の
教
育
を
受
け
る

場
合
に
奨
学
資
金
を
お
貸
し
し
ま
す
。

貸
付
対
象
者

　

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
人
で
す
。

・
市
民
お
よ
び
市
民
の
子
ま
た
は
兄
弟
姉
妹

・ 

貸
付
日
に
お
い
て
30
歳
以
上
60
歳
未
満
の

人（
た
だ
し
、
雇
用
主
の
都
合
に
よ
り
解

雇
さ
れ
た
人
、
児
童
扶
養
手
当
第
４
条
の

支
給
要
件
に
該
当
す
る
人
は
こ
の
限
り
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。）

・ 

将
来
市
内
に
住
所
を
有
し
、
か
つ
、
就
職

し
、
ま
た
は
起
業
す
る
人

・ 

大
学
な
ど
に
在
学
す
る
人
ま
た
は
国
家
資

格（
自
動
車
運
転
免
許
を
除
く
）取
得
に
必

要
な
教
育
を
受
け
る
人

貸
付
額
お
よ
び
貸
付
期
間

　

月
額
６
万
円
以
内（
１
万
円
単
位
）最
短

３
ヶ
月
か
ら
最
長
３
年
ま
で
貸
付
対
象
経
費

　

修
学
・
国
家
資
格
取
得
に
必
要
な
修
学
に

係
る
経
費（
入
学
金
、
学
費
、
教
材
費
）

返
還
の
期
間

　

貸
付
期
間
の
倍
の
期
間
ま
で

返
還
が
免
除
に
な
る
場
合

・ 

全
額　

市
内
に
事
業
を
有
し
、
か
つ
、
市

内
で
起
業
し
、
継
続
し
て
事
業
を
行
っ
て

い
た
期
間
が
１
年
に
達
し
た
と
き

・ 

半
額　

市
内
に
住
所
を
有
し
、
か
つ
、
就

業
し
、
継
続
し
て
就
業
し
た
期
間
が
貸
付

期
間
に
達
し
た
と
き

連
帯
保
証
人　

１
人

　

商
工
課　

☎ 

33
―
１
０
９
２

企
業
の
人
材
育
成
や
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
を
応
援
し
ま
す

パ
ソ
コ
ン
や
Ｉ
Ｔ
の
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
を
応
援
し
ま
す

起
業
、
再
就
職
の
た
め
の「
ま

な
び
」を
応
援
し
ま
す

中
小
企
業
人
材
育
成
事
業
補

助
金

Ｉ
Ｔ
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
事
業
補

助
金

再
チ
ャ
レ
ン
ジ
奨
学
資
金
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畜
産
農
家
が
生
産
す
る
家
畜
ふ
ん
堆
肥

を
使
用
す
る
こ
と
で
、
化
学
肥
料
や
農
薬

の
使
用
回
数
を
減
ら
し
た
安
全
・
安
心
な

農
産
物
の
生
産
が
で
き
る
よ
う
、
市
が
認

め
た
生
産
者
の
堆
肥
を
購
入
し
使
用
す
る

場
合
、
堆
肥
の
購
入
費
用
に
つ
い
て
支
援

し
ま
す
。

内
容

　

土
壌
診
断
を
実
施
し
た
農
地
に
使
用
す

る
堆
肥
の
購
入
費
用
の
２
分
の
１
を
助
成

し
ま
す
。

　

堆
肥
を
購
入
す
る
事
前
に
堆
肥
使
用
農

地
全
て
の
土
壌
診
断
を
実
施
し
、
申
請
時

に
当
該
土
壌
診
断
結
果
の
写
し（
堆
肥
購
入

前
３
ヶ
月
以
内
の
も
の
）を
添
付
し
て
く
だ

さ
い
。

対
象
に
な
る
堆
肥

　

肥
料
取
締
法
に
基
づ
く
生
産
業
者
と
販

売
業
務
の
届
け
出
を
し
て
い
る
、
市
が
認

め
た
堆
肥
生
産
者
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

堆
肥
は
生
産
者
か
ら
直
接
購
入
す
る
ほ
か
、

Ｊ
Ａ
で
購
入
で
き
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

※ 

１
圃
場
に
つ
き
、
１
年
度
に
２
回
ま
で

申
請
可
能
で
す
。

　

市
内
で
産
出
さ
れ
る
農
林
水
産
物
の
利

用
促
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
商

品
開
発
や
売
買
契
約
に
よ
る
農
産
物
の
栽

培
に
係
る
経
費
に
つ
い
て
支
援
し
ま
す
。

内
容

　

市
内
産
農
林
水
産
物
を
主
た
る
原
材
料

と
し
て
使
用
し
、
農
林
漁
業
者
と
加
工
ま

た
は
販
売
を
行
う
事
業
者
が
連
携
し
て
商

品
開
発
を
行
う
事
業
ま
た
は
、
農
林
漁
業

者
自
身
が
加
工
お
よ
び
販
売
を
行
う
事
業

に
つ
い
て
、
事
業
費
20
万
円
以
上
の
事
業

に
つ
き
、
定
額
20
万
円
を
助
成
し
ま
す
。

　

農
業
者
が
加
工
ま
た
は
販
売
を
行
う
事

業
者
と
１
年
間
以
上
の
農
産
物
の
売
買
契

約
を
締
結
し
、
当
該
農
産
物
１
品
目
当
た

り
10
ａ
以
上
の
栽
培
を
行
う
事
業
に
つ
い

て
助
成
し
ま
す
。
既
に
栽
培
を
行
っ
て
い

る
場
合
に
お
い
て
は
、
栽
培
面
積
が
10
ａ

以
上
増
加
す
る
場
合
に
限
り
ま
す
。

① 

既
存
栽
培
農
産
物
の
増
加（
10
ａ
当
た
り
）

■ 

施
設
栽
培
…
13
万
円
ま
た
は
補
助
対
象

経
費
の
３
分
の
１
の
額
の
い
ず
れ
か
低
い
額

■ 

露
地
栽
培
…
４
万
円
ま
た
は
補
助
対
象
経

費
の
３
分
の
１
の
額
の
い
ず
れ
か
低
い
額

②
新
規
栽
培
農
産
物（
10
ａ
当
た
り
）

■ 

施
設
栽
培
…
20
万
円
ま
た
は
補
助
対
象
経

費
の
２
分
の
１
の
額
の
い
ず
れ
か
低
い
額

■ 

露
地
栽
培
…
６
万
円
ま
た
は
補
助
対
象

経
費
の
２
分
の
１
の
額
の
い
ず
れ
か
低

い
額
を
助
成
し
ま
す
。

※ 

１
補
助
対
象
者
に
つ
き
、
１
年
度
に
２

品
目
ま
で
申
請
可
能
で
す
。

対
象

　

南
房
総
産
ビ
ジ
ネ
ス
倶
楽
部
会
員

　

市
民
、
代
表
者
の
住
所
が
市
内
に
あ
る

団
体
ま
た
は
所
在
地
が
市
内
に
あ
る
法
人

　

認
定
農
業
者
ま
た
は
認
定
就
農
者

※ 

契
約
の
相
手
方
は
、
農
業
協
同
組
合
お
よ
び

農
産
物
等
直
売
所
運
営
団
体
を
除
き
ま
す
。

　

施
設
園
芸
の
暖
房
用
に
、
薪
な
ど
を
使

用
す
る
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
暖
房
機
を
導
入

し
、
市
内
の
森
林
資
源
の
有
効
利
用
と
化

石
燃
料
使
用
の
削
減
に
取
組
む
施
設
園
芸

農
家
を
支
援
し
ま
す
。

対
象

　

市
内
に
住
所
を
有
し
、
か
つ
、
市
内
で

施
設
園
芸
を
行
う
人

補
助
対
象
暖
房
機

　

薪
な
ど
の
木
材
を
燃
料
に
使
用
す
る
設

計
お
よ
び
仕
様
で
あ
る
施
設
園
芸
用
の
暖

房
器
具

補
助
対
象
経
費

①
暖
房
機
の
購
入
費（
付
属
部
品
含
む
）

② 

煙
突
お
よ
び
保
温
カ
ー
テ
ン
、
循
環
扇

そ
の
他
の
附
帯
設
備
の
購
入
費

③
①
お
よ
び
②
の
設
置
工
事
費

補
助
額

　

補
助
対
象
経
費
の
２
分
の
１
の
額
ま
た

は
20
万
円
の
い
ず
れ
か
低
い
額

※ 

１
申
請
者
に
つ
き
、
２
台
ま
で
申
請
可

能
で
す
。

※
建
築
廃
材
の
使
用
は
認
め
て
い
ま
せ
ん
。

　

詳
し
く
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
い
た
だ
く
か
、
農
林
水
産
課
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

農
林
水
産
課　

☎
33
―
１
０
７
３

商
品
開
発

共
通
要
件

商
品
開
発

生
産
確
立（
契
約
栽
培
）

生
産
確
立（
契
約
栽
培
）

商
品
開
発
や
契
約
栽
培
を
行
う

農
業
者
な
ど
を
支
援
し
ま
す

施
設
園
芸
用
木
質
バ
イ
オ
マ
ス

暖
房
機
設
置
費
な
ど
を
支
援
し
ま
す

家
畜
ふ
ん
堆
肥
を
購
入
す
る

農
業
者
を
支
援
し
ま
す

農
林
水
産
物
利
用
促
進
事
業

補
助
金

施
設
園
芸
用
木
質
バ
イ
オ
マ
ス

暖
房
機
設
置
費
等
補
助
金

堆
肥
利
用
促
進
費
補
助
金
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　市では南房総の青くきれいな海や川の水質汚濁を防ぐため、単独処理浄化槽または汲み取り便所から
合併処理浄化槽に付け替える人に設置費用の一部を補助します。
●補助対象者
　・市内に居住または、補助事業実績報告書の提出までに居住しようとする人
　※ 市税などの滞納がある人、別荘として利用する人、または補助金の交付決定通知を受ける前に工事
に着手した人などは、補助金の交付対象にはなりません。

●補助対象建物
・ 住宅
　 （店舗などと併用する場合は、処理対象人員が10人以
下のもの）
●補助金額
　30万円
　（※ただし、予算がなくなり次第、終了します。）
●申請期限
　平成30年1月31日（水）
◎詳しいことについては、
　環境保全課（☎３３－１０５３）
　または市のホームページをご覧ください。

合併処理浄化槽の設置費用を補助します

合併処理浄化槽とは
　し尿と生活排水（台所・風呂・洗濯等に
使用した水）をまとめて処理する浄化槽
（下図参照）

　

３
月
31
日
付
け
で
羽
山
義
一
さ
ん
が

退
任
し
、
４
月
１
日
付
け
で
、
次
の
と

お
り
７
人
の
委
員
が
総
務
大
臣
か
ら
委

嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

任
期
は
、
平
成
29
年
４
月
１
日
か
ら

平
成
31
年
３
月
31
日
で
す
。

４
月
１
日
付
け
で
委
嘱
さ
れ
た
委
員

・
新
任

　

和
泉
澤
和
正（
富
浦
地
区
）

・
再
任

　

福
原　

啓
夫（
富
山
地
区
）

　

中
村　

和
夫（
三
芳
地
区
）

　

吉
田　

幸
雄（
白
浜
地
区
）

　

武
内　
　

章（
千
倉
地
区
）

　

眞
田
美
佐
子（
丸
山
地
区
）

　

真
田　

英
夫（
和
田
地
区
）

３
月
31
日
付
け
で
退
任
さ
れ
た
委
員

　

羽
山　

義
一（
富
浦
地
区
）

　

行
政
相
談
委
員
は
、
行
政
相
談
委
員

法
に
基
づ
い
て
、
総
務
大
臣
か
ら
委
嘱

さ
れ
た
民
間
有
識
者
で
、
地
域
の
皆
さ

ん
の
身
近
な
相
談
相
手
と
し
て
、
全
国

に
約
５
千
人
が
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

行
政
相
談
委
員
は
、
総
務
省
と
連
携

を
図
り
な
が
ら
、
皆
さ
ん
か
ら
国
の
仕

事
な
ど
に
関
す
る
苦
情
や
意
見
、
要
望

を
お
聞
き
し
て
、
公
平
な
立
場
か
ら
相

談
し
た
人
に
助
言
す
る
、
関
係
す
る
行

政
機
関
に
通
知
す
る
な
ど
の
活
動
を
無

報
酬
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
７
人
の
行
政
相
談
委
員
が
、

毎
月
行
政
相
談
所
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

日
時
や
場
所
は
、
広
報
み
な
み
ぼ
う
そ

う「
お
知
ら
せ
版
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
守
ら
れ
ま

す
。

　

総
務
省
千
葉
行
政
評
価
事
務
所

　
　

☎
０
４
３
―
２
４
６
―
９
８
２
１

　
　

秘
書
広
報
課

　
　

☎
33
―
１
０
０
２

行
政
相
談
委
員
を
委
嘱
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【今月の環境標語】

平成 28年度環境標語コンテスト　最優秀賞
嶺南中学校２年　安田　愛梨 さんの作品

　南房総市では、環境についての理解を深めるため、毎年、
市民環境学習会を開催しています。
　より良い学習会の開催に向け、参加者にアンケートを実
施しました。

調査対象　市民環境学習会参加者34人
調査方法　学習会終了後に記入
実 施 日　平成29年2月4日(土)
回 答 数　30人（88％）

今年度の市民環境学習会の様子

【悪かった点】
・ 一般的。もう少し他の人や他の地方の取り組みを
知りたい。
・ 世界の話より、近年の日本、特に南房総の緊急対
策等を聞きたかった。　など

【良かった点】
・ 毎日の暮らし方を見直すのはとても大切だと実感
した。
・具体的な物事の話をしてくれた。　など

・男性が8割以上

男性
女性
6人
（20％）

男性
24人
（80％）

女性

ホームページ

0人 5人 10人 15人 20人

広報紙

新聞

市からの文書

知人の紹介

その他

無回答

1人（4％）1人（4％）

2人（6％）2人（6％）

4人（13％）4人（13％）

8人（26％）8人（26％）

6人（20％）6人（20％）

2人（6％）2人（6％）

16人（53％）16人（53％）

・「市からの文書」が最も多い

10代

0人 5人 10人 15人

20代
30代

40代

50代

60代

70代

80歳以上

0人（0％）0人（0％）

1人（4％）1人（4％）

4人（13％）4人（13％）

0人（0％）0人（0％）

4人（13％）4人（13％）

4人（13％）4人（13％）

4人（13％）4人（13％） 13人（44％）13人（44％）

・70代が半数近く

とても
わかりやすい
　18％

とても
わかりやすい
　18％

わりとわかりやすい
47％

わりとわかりやすい
47％

ちょっと
わかりづらい
　9％

ちょっと
わかりづらい
　9％

無回答
26％

・「わかりやすい」が6割以上

0人 5人 15人10人 20人

富浦地区

富山地区

三芳地区
白浜地区

千倉地区

丸山地区

和田地区

市外

2人（6％）2人（6％）

0人（0％）0人（0％）

3人（10％）3人（10％）

15人（50％）15人（50％）

1人（4％）1人（4％）

5人（16％）5人（16％）

1人（4％）1人（4％）

3人（10％）3人（10％）

・千倉地区が約半数

とても役立つ
15％
とても役立つ
15％

わりと役立つ
　58％

わりと役立つ
　58％

あまり
役立たない
　6％

あまり
役立たない
　6％

無回答
21％

・「役立つ」が7割以上

性　別 年　齢 お住まいの地区

学習内容のお役立ち度講師の説明のわかりやすさ学習会を知ったきっかけ

総合評価

平成２８年度市民環境学習会アンケート集計結果報告

・「満足」が6割以上

わりと満足
52％
わりと満足
52％

とても満足
9％
とても満足
9％

あまり満足
していない
　18％

あまり満足
していない
　18％

無回答
21％
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消費生活相談窓口
　市消費生活相談　  ３３－４３００
　10:00～ 15:00
　＊ 来所による相談を週2回、受け付けています。
詳しくは、広報お知らせ版をご覧ください。

　 　 　商工課　  ３３－１０９２

　県消費者センター ０４７－４３４－０９９９
　 9:00～ 16:30
　＊ 日曜・祝祭日を除く。

　

個
人
の
自
宅
に
業
者
が
突
然
訪
問
し
て

物
品
を
売
り
つ
け
る「
押
し
売
り
」は
、
悪

質
商
法
の
一
つ
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
て
い

ま
す
。
こ
の「
押
し
売
り
」に
つ
い
て
は

一
九
七
〇
年
代
に
特
別
な
法
規
制
が
始
ま

り
、
今
日
の「
特
定
商
取
引
法
」と
い
う
法

律
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　
「
押
し
買
い
」は
こ
の
法
規
制
の
網
の
目

を
く
ぐ
る
形
で
現
れ
ま
し
た
。
業
者
が
個

人
宅
を
突
然
訪
問
す
る
と
こ
ろ
ま
で
は

「
押
し
売
り
」と
同
じ
で
す
が
、
物
を「
売

り
つ
け
る
」の
で
は
な
く「
買
い
取
る
」点
が

押
し
売
り
と
の
違
い
で
す
。
貴
金
属
や
着

物
な
ど
の
高
価
な
品
物
を
不
当
な
値
段
で

買
い
た
た
か
れ
、
考
え
る
い
と
ま
も
な
く

持
ち
去
ら
れ
て
し
ま
う
と
い
う
ケ
ー
ス
が

各
地
で
発
生
し
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
事
態
を
受
け
て
、
平
成
25

年
か
ら「
押
し
買
い
」に
も
法
の
規
制
が
な

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。「
押
し
売

り
」を
規
制
し
た「
特
定
商
取
引
法
」に「
押

し
買
い
」に
関
連
す
る
ル
ー
ル
が
追
加
さ

れ
ま
し
た
。
例
え
ば
、
取
引
を
断
っ
た
消

費
者
に
対
し
て
業
者
が
さ
ら
に
勧
誘
を
す

る
行
為
を
禁
止
す
る
な
ど
の
ル
ー
ル
が
、

「
押
し
売
り
」と「
押
し
買
い
」

　南房総市に来てから、安房八幡太鼓のメンバーになりました。日本に引っ越すことが分かったとき、日本で太鼓のグループに入
ることが一番やりたいことでした。実は４年前にアメリカの大学で太鼓を始めました。卒業後は実家に戻り、「トライアングル・太
鼓」という和太鼓グループに入りました。
　アメリカでは近年、和太鼓人気が高まってきていますが、アメリカでの太鼓の歴史はずいぶん長いものがあります。20世紀初頭、
日本からの移民が祭りや宗教の行事のために太鼓をアメリカに持ち込みました。現在人気のある「組太鼓」は1960年代後半に設立
されたサン・フランシスコ太鼓道場というグループが始まりとされ、今ではアメリカの全土、そして全世界の様々な町や大学で組
太鼓のグループが数多くあります。
　アメリカでやっていた太鼓と南房総市でやっている太鼓の違いはたたき方です。アメリカの太鼓グループは日本の様々な地域
の曲やアメリカ人が作った曲もたたいていますので、太鼓の向きや手や体の動きが曲によって異なります。公演の種類も異なりま
す。私が所属していたトライアングル太鼓は地域の日本協会と関係があるので、新年会、子供の日のイベント、夏祭りなど、協会
のイベントで公演しています。私がこの数年、日本の文化にふれた中で一番好きなものは和太鼓です。これからどこに住んだとし
ても、和太鼓は続けていきたいと思います。

Since coming to Minamiboso, I have been a part of the local taiko group, Awa Hachiman Daiko. When I found out I was moving to Japan, it 
was my number one wish that I would be able to join a group here. I actually started playing Japanese taiko drums 4 years ago when I was 
in college. After I graduated and moved back home, I was able to join a group called Triangle Taiko in my home town as well.
In recent years, group taiko has become quite popular in the United States, but taiko actually has quite a long history in America. The drums 
were first brought over by Japanese immigrants in the early 1900s for festivals and religious ceremonies. The current form of taiko that 
is popular in the United States today began in the late 1960s with San Francisco Taiko Dojo. Now there are popular kumidaiko groups in 
towns and colleges throughout America and the world.
One way that my taiko group in America was different than my group here is the style of playing the drums. American taiko groups usually 
play a variety of songs from different parts of Japan, and some songs written by Americans as well, so the placement of the drums and the 
style of movement can vary a lot.  The types of performances differ as well. Triangle Taiko was associated with the local Japan Club, so we 
would often perform at their events, including their New Year,s, children,s day, and Summer Festival. Taiko has been one of my favorite ways 
to connect with Japanese culture over the past few years. I hope that I can continue to do taiko no matter where I live!

「
押
し
売
り
」に
対
す
る
も
の
と
同
様「
押

し
買
い
」に
つ
い
て
も
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
迷
惑
な「
押
し
買
い
」に
対
し
て
も
、

ま
ず
は
き
っ
ぱ
り
と
断
る
こ
と
が
大
切
で

す
。

に ⑳ 南房総市国際交流員
文・訳　アンナ・ローチ・ハウェル

お
電
話

く
だ
さ
い

和太鼓

Taiko
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　出場未経験者を対象に、親と子、高齢者の２部門
で募集します。
親と子のよい歯のコンクール
　平成28年４月１日から平成29年３月31日の間に、
市の３歳児健康診査を受け、虫歯のなかった幼児と
その親。
高齢者のよい歯のコンクール
　平成29年４月１日現在、80歳以上で自分の歯が20
本以上ある人
とき／６月１日（木）13:30～ 16:00
ところ／鴨川市総合保健福祉会館（ふれあいセン
ター）
申込期限／５月２日（火）　　

　 　健康支援課　☎３６－１１５２

　近年、ライフスタイルの多様化による核家族化や単
独世帯化の増加などに加え、少子高齢化の進行や都
市部への転出、経済的事情などにより全国的に空き家
が増加しています。市では、空き家の有効活用を通し
て、移住・定住の促進、地域環境の保全および地域
活性化を図るため、「南房総市空き家バンク」制度を実
施しています。
　「空き家バンク」制度は、市内にある空き家などを所
有者の人から登録していただき、空き家などの購入・
賃借を希望する人へ、市から空き家情報を提供するも
のです。
　市には空き家を借りたい、買いたい人が125世帯登
録し、物件を探しています（平成29年3月15日現在）。
　「空き家を誰かに売りたい・貸したい」と考えている
空き家所有者の皆さん、市内でお住まいをお探しの皆
さん、空き家バンクを利用してみませんか。
　長い間使用していないが登録可能か？などまずはお
電話でお問合せください。
　企画財政課　☎３３－１００１

　 平成28・29年度
　　入札参加資格審査申請（随時申請）について
　市の建設工事、測量・コンサルタント、物品の購
入、業務委託などの入札に参加するためには、「南房総
市入札参加業者資格者名簿」に登録されていることが
必要です。
　市の入札に参加を希望する人は、随時申請の手続
きを行ってください。
申請受付期間

申請方法
　「ちば電子調達システム」から電子申請を行い、添付
書類を添えて申請書を千葉県電子自治体共同運営協
議会の共同受付窓口へ郵送します。
　申請方法の詳細については、ちば電子調達システム
ホームページにあるマニュアルを参照してください。
書類提出先　共同受付窓口 
〒260-0855
千葉市中央区市場町１番１号　千葉県庁南庁舎２階
千葉県電子自治体共同運営協議会
名簿有効期間
名簿登載日から平成30年３月31日まで
　管財契約課　☎ ３３－１０２２

　 よい歯のコンクール出場者募集

今月の掲示板

申請受付期間 名簿登載予定日
平成29年４月３日から 平成29年４月17日まで 平成29年６月１日
平成29年４月18日から 平成29年５月15日まで 平成29年７月１日
平成29年５月16日から 平成29年６月15日まで 平成29年８月１日
平成29年６月16日から 平成29年７月18日まで 平成29年９月１日
平成29年７月19日から 平成29年８月15日まで 平成29年10月１日
平成29年８月16日から 平成29年９月15日まで 平成29年11月１日
平成29年９月19日から 平成29年10月16日まで 平成29年12月１日
平成29年10月17日から 平成29年11月15日まで 平成30年１月１日

　 あなたの家、貸しませんか？
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江
戸
時
代
の
昔
、
増
間
村
は
勝
山
の
酒
井
公
の
領
地
で
し
た
の
で
、
村
役

人
は
と
き
ど
き
勝
山
の
陣
屋
へ
用
達
に
行
き
ま
し
た
。

　

あ
る
年
に
、
村
役
の
二
人
が
勝
山
の
陣
屋
へ
行
っ
た
と
き
の
こ
と
で
す
。

用
達
が
早
く
済
ん
だ
の
で
、
土
産
を
買
い
な
が
ら
、
貝
か
海
藻
で
も
拾
っ
て

帰
ろ
う
か
と
、
海
の
方
へ
出
掛
け
ま
し
た
。

　

海
の
よ
く
見
え
る
茶
屋
が
あ
っ
た
の
で
、
腰
か
け
て
世
間
話
を
始
め
ま
す

と
、
店
の
主
が
出
て
き
て
、

「
お
前
さ
ん
方
は
、
酒
井
様
の
御
陣
屋
へ
お
出
で
に
な
っ
た
増
間
村
の
人
の

よ
う
で
す
ね
。
失
礼
で
す
が
増
間
に
は
随
分
馬
鹿
が
い
る
と
い
う
こ
と
で
す

が
、
今
で
も
沢
山
い
ま
す
か
。」

　

と
問
い
か
け
た
の
で
す
。

　

増
間
の
二
人
は
、
村
役
を
勤
め
る
分
別
の

あ
る
旦
那
で
し
た
か
ら
笑
い
な
が
ら
、

「
は
い
増
間
の
者
で
す
よ
。
こ
の
勝
山
浦
で

は
今
で
も
阿あ

ほ
う
な
み

呆
浪（
馬
鹿
で
か
い
浪
）が
沢
山

打
ち
寄
せ
て
い
ま
す
か
、
そ
れ
と
同
じ
こ
と

で
す
よ
。」

　

と
返
事
を
し
た
の
で
す
。

　

店
の
主
は
、
ぎ
ゃ
ふ
ん
と
参
っ
た
の
か
、

何
も
言
わ
ず
、
奥
へ
引
込
ん
で
し
ま
っ
た
と

の
こ
と
で
す
。

第 131 話
生稲謹爾

「阿呆浪と同じ」

　 平成28年度一般会計補正予算（第9号・第
10号）が承認・可決されました

３月27日（月）に実施されました
● 花の情報館に指定管理制度を導入、管理者に㈱ＪＡＳ
● 子育て支援・教育相談事業を新たにスタート
● 富山幼保一体施設が竣工 

　３月定例記者会見

資料は、市のホームページでご覧いただけます。
検索南房総市／定例記者会見

クリック

　補正予算第9号・第10号が、議会3月定例会で承認
および可決されました。予算総額は、228億8,756万8
千円となりました。
主な内容
● 第９号（1,903万1千円）
・交通結節点整備事業

1,903万１千円
● 第10号（6億6,726万5千円）
国の補正予算に伴う追加事業
・丸山・和田地区統合小学校等建設事業

　　　　　　　　　　　　　　　  7,800万円
・千倉子ども園遊戯室改修工事

9,112万９千円
・富浦中学校武道場天井撤去工事

5,788万８千円
　 そのほか、事業実績に応じた増減額や基金積立の
増額などがあります。

※ 国の補正予算に伴う追加事業予算は、29年度に繰
越され、事業実施されます。
　企画財政課　 ☎３３－１００１

　平成29年度一般会計予算額は210億4,382万２千
円です。
　主な事業内容については、後日発行予定の「こと
しの予算」に掲載します。
　また、消費税の引き上げによる増収分について
は、市へ社会保障財源化分交付金として交付され、
その全額は社会福祉、社会保険、保健衛生などの
社会保障費の財源に充てられます。
　企画財政課　

　　☎３３－１００１

　 平成29年度一般会計予算について
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　16世紀前半、安房で勢力を
保っていた里見氏は三浦半島を
治めていた後

ご

北
ほうじょう

条氏と領地争いのため、何度も戦闘を繰り返していました。里見家内部
では第４代当主義

よしとよ

豊が後北条氏への攻撃に失敗したことで、一部の家臣が不満をつの
らせ、義豊の叔父実

さねたか

堯を頼るようになりました。実堯は安房東部を治めていた正
まさ

木
き

道
みち

綱
つな

と手を結ぶなど勢力拡大を図りました。当主の座を奪われることを不安視した義豊が
天
てんぶん

文２年 (1533)に稲
いなむらじょう

村城（現在の館山市）において実堯と正木道綱を討ちました。翌
年義豊は実堯の子、義

よしたか

堯と犬
いぬかけ

掛周辺で合戦となり、敗れます。この一連の騒動を「天
文の内

ないこう

訌」といいます。
　古戦場の跡とされるところには石碑が建てられています。近くには里見氏の菩

ぼ だ い じ

提寺
だった大

だいうんいん

雲院が所在していたと伝えられており、石碑から北東約90ｍの場所に義豊と、
父義
よしみち

通の墓と推定される多
たそうとう

層塔が建っています。
　天文の内訌によって、里見氏の当主が、嫡

ちゃくりゅう

流であった義豊の系統から庶流の義堯の
系統へ移りました。以後、安房国内での勢力を築いた義堯は、上

かずさ

総や下
しもうさ

総にも勢力を
拡大し、里見氏中

ちゅうこう

興の祖といわれています。

広
報
み
な
み
ぼ
う
そ
う
４
月
号

平
成
29
年
４
月
13
日
発
行

発
行　

南
房
総
市　

〒
２
９
９
│
２
４
９
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千
葉
県
南
房
総
市
富
浦
町
青
木
28
番
地

編
集　

秘
書
広
報
課　
　
　

０
４
７
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│ 

33 

│ 

１
０
０
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FAX　

０
４
７
０ 

│ 

20 

│ 

４
５
９
１

※ 

広
告
内
容
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
は
広
告
主

へ
お
願
い
し
ま
す
。

有
料
広
告

看護師…若干名看護師…若干名

  市指定史跡

所在地／犬掛663（富山地区）
管理者／個人

 古戦場と里見氏の墓  
こせんじょう

古戦場の石碑

さとみし

里見家系譜の分岐点

義通と義豊の墓

・マナーを守って楽しく見学しましょう。
・ 見学する時は、所有者・管理者の指示に必ず従ってください。

・ 常時公開。
・トイレなし／駐車場なし

公
開

里見氏系図の一部

義
よしざね
実

実
さねたか
堯 義

よしみち
通

義
よしたか
堯 義

よしとよ
豊

～南房総市内の文化財を紹介します～　 　教育委員会生涯学習課 ☎46－2963シリーズ
⑧


